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継続的に環境保全に取り組むために、�

環境保全と利益創出を同時に実現していく。�

これがリコーグループの環境経営です。�

環境経営の考え方�

環境経営の重要性�

リコーグループの環境への取り組みを振り返ってみ

ると、最初に法規制やお客様からのニーズにお応え

するための「環境対応」の時代がありました。やがて

地球市民として自ら高い目標を設定して環境負荷

の削減に取り組む「環境保全」の時代を迎えます。

そして今、私たちは環境と経済を同軸のものとして

捉え、環境保全と利益創出を同時に実現する「環

境経営」を目指しています。リコーグループは、環境

保全を未来永劫の取り組みとして考え、経済活動

全体の環境負荷を自然の回復力の範囲内に留め

ることを目標に、継続性を重視した活動に取り組ん

で来ました。企業として存続し、継続的な環境保全

を進めて行くには、活動を通じて利益を創出して行

くことが重要です。リコーグループは、経営のあらゆ

る側面に環境の視点を取り入れて＊継続的な事業

改善を図ると共に、2002年度から2004年度までの

新たな計画として、「環境保全と利益創出の同時実

現により、世界一の環境経営が実現されていること」

「環境技術の開発により、リコーの製品、ビジネスプ

ロセスが際立っていること」をトップデザイアとしました。�

＊ 20ページを参照。�

�

リコーグループの環境負荷の認識�

すべての経済活動を自然の回復力の範囲内に留め

るという視点に立つと、これからの経済を考える時、大

きな前提条件が加わったことに気付きます。その前提

条件とは、「自然環境の再生能力の範囲内で資源を

使う」「自然環境の再生能力の範囲内に廃棄物を抑

える」「自然環境の再生能力の範囲内に温暖化ガス

を抑える」ことです。リコーグループは、事業活動全体

の環境負荷をエコバランス＊によって把握すると共に、

右ページの図のように「省資源・リサイクル」「省エネ

ルギー」「汚染予防」を環境保全活動の大きな領域

とし、製品および事業所、それぞれの分野での取り組

みを進めています。�

＊25ページを参照。�

�

リコーグループの環境経営の手法�

環境負荷の削減を継続的に行うためには、活動を

通じて利益を創出する必要があります。リコーグルー

プは、事業活動全体の環境負荷の認識に基づき、

工程別の環境負荷を把握し、環境負荷削減と利益

創出を同時に実現していくための手法として、右の

チャートのような、独自の手法を構築しました。私たち

は、この手法に基づいて環境経営の実現を目指す

と共に、環境経営実現のためのツールとしての「環

境経営情報システム＊1」や環境経営の進　・達成度

を評価するものさしとなる「環境会計＊2」を進化させ

て行きます。また、活動そのもののレベルアップを図

るために、省エネ技術やリサイクル対応設計、ペーパー

レス化など「環境技術＊3」の進化や、環境教育、環

境ボランティアリーダーの養成、ごみゼロ活動の推進

などによる「社員の意識啓発＊4」にも積極的に取り

組んでいます。�

＊1  23ページを参照。　　  ＊2  17、36、40、48、50、73ページを参照。�
＊3  31、47ページを参照。　＊4  39、63、67ページを参照。�
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省資源・�
リサイクル� 省エネルギー�

汚染予防�

●省資源・リサイクル（事業所）        p39�
工場のごみゼロ化などを通して、最小の
資源で最大の効果をあげる「完全生産」
の実現を目指しています。�
�
●省資源・リサイクル（製品）       p50�
資源枯渇を防止するために、リサイクル
対応設計、リサイクルネットワークの構築、
リサイクル製品の開発を行っています。�

�
●省エネルギー（事業所）　         p35�
電力の効率利用や新エネルギーシステム
の導入により、温暖化防止に取り組んで
います。�
�
●省エネルギー（製品）　　       p47�
地球温暖化の防止のために優れた省
エネルギー製品の開発・販売を行ってい
ます。�

�
●汚染予防（事業所）　　　     p37�
製品の製造工程における環境影響化
学物質の使用・排出・廃棄量の削減を
行っています。�
�
●汚染予防（製品）　　　　 p32・49�
製品に含まれる化学物質の適切な管理、
環境影響化学物質の使用禁止・削減を
行っています。�

●環境経営システム�
　　     　　　　　　　　　　 p20�
�
�
�
●環境経営情報システム�
　　     　　　　　　　　　　 p23�
�
�
●環境コミュニケーション�
　　     　　　　　　　　　　 p59�
�
�
●社会貢献活動�
　　     　　　　　　　　　　 p61�
�
�
●環境教育・啓発�
　　     　　　　　　　　　　 p67�
�
�
●人　事�
　　     　　　　　　　　　　 p69�
�
�
●安全衛生�
　　     　　　　　　　　　　 p71�
�
�
●環境会計�
　　     　　　　　　　　　　 p73

2001年度の成果の概要�

リコー独自の省エネ技術やリサイクル対応設計を採

用したデジタル複合機「imagio Neo350/450（Aficio 

1035/1045）シリーズ」を2000年度に発売し、2001年度

は、この技術を販売台数の多い中低速機「imagio 

Neo220/270（Aficio 1022/1027）＊1」に搭載して発売

しました。日本および欧米市場の環境意識の高まりも

あり、多くのお客様に導入されると共に、社会全体の

環境負荷の削減にも貢献しました。＊2事業所の活動で

は、日本・欧米極に続き、中華極の工場でもごみゼロを

達成＊3し、環境負荷の削減と共に、経営体質の改善を

図りました。また、自然の回復力を高めて行く「森林生

態系保全プロジェクト＊4」や、環境ボランティアリーダー

による活動＊5も拡大しています。�

リコーグループの環境経営の手法�

事業活動の�
工程別環境負荷を集計する�
（23ページ参照）�

エコバランスで事業全体の�
環境負荷を把握する�
（25ページ参照）�

活動の結果をコーポレート環境
会計で把握・情報開示すると共
に新たな目標設定の指針とする

（75ページ参照）�

これに基づいた�
環境行動計画を策定する�
（18ページ参照）�

計画を利益のある方法で達成�
するためにセグメント環境会計で

シミュレーションする�
（17ページ参照）�

＊1　32、47ページを参照。�
＊4　61ページを参照。�

＊2　48ページを参照。�
＊5　63ページを参照。�

＊3　40ページを参照。�

リコーグループの�
環境負荷の認識と活動領域�


